
今
ド
キ
の
林
業
現
場

木
材
供
給
を
安
定
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め

林
業
の
現
場
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

林
業
を
成
長
産
業
に
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
試
み

    

　
林
業
の
現
場
で
は
、
生
産
性
の
向
上

や
木
材
の
安
定
供
給
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

例
え
ば
、
か
つ
て
は
木
を
ノ
コ
ギ
リ

や
斧お
の

で
伐き

っ
て
い
た
も
の
が
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
に
な
り
、
現
在
で
は
、
ハ
ー
ベ

ス
タ
や
プ
ロ
セ
ッ
サ
と
い
っ
た
高
性
能

林
業
機
械
が
登
場
。
木
を
集
め
て
運
ぶ

作
業
で
は
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
や
フ
ォ
ワ
ー

ダ
と
い
う
機
械
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
に
よ

る
省
力
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
型
機
械
を
使
う
に
は
、

森
林
の
中
に
道
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
管

理
が
不
十
分
な
森
林
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
小
規
模
な
森
林
や
自
分
で
手
入

れ
で
き
な
い
森
林
を
と
り
ま
と
め
、
他

の
事
業
者
に
作
業
を
任
せ
る
「
施
業
の

集
約
化
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
で
働
く
人
に
は
、
森
林

に
関
す
る
基
礎
知
識
や
機
械
操
作
な
ど

の
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

新
た
に
林
業
の
現
場
で
働
く
人
で
も
、

そ
う
い
っ
た
知
識
や
技
術
が
習
得
で
き

る
「
緑
の
雇
用
」
事
業
が
平
成
15
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
場
を
支
え
る
人
材

が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
活
用
や
新
技
術
の
導
入
で
作
業
の
効

率
化
が
進
み
、
林
業
の
現
場
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

木材の伐採から製材まで

立木の伐倒、造材の各作
業から運搬作業まで一貫
して行うことができます。

植え、
間伐
ら育
す。

伐採
板や柱の材料になる
まで育った木を伐り倒
すことを「主伐」とい
います。伐採は主に
チェーンソーを用いま
すが、機械で行うこと
もあります。

チェーンソーに代わり、伐
採作業を担います。そのま
まつかんで集材に便利な場
所へ運ぶこともできます。

フェラーバンチャ

ハーベスタ

造材
伐採した木の枝を取りはらい、一定の長
さに切断する作業を「造材」といいます。
これらの作業はプロセッサという機械で効
率的に行えます。

プロセッサ

神子沢林業
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山
梨
県
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
神

子
沢
林
業
は
、
高
い
技
術
力
で
知
ら
れ

る
林
業
事
業
者
で
す
。
年
間
の
生
産
量

は
2
万
㎡
。
作
業
効
率
化
の
た
め
、
林

業
機
械
も
積
極
的
に
導
入
し
て
い
ま
す
。

社
長
の
神
子
沢
春
男
さ
ん
は
「
機
械
化

の
お
か
げ
で
女
性
が
働
き
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
同
社
で
は
林

業
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
女
性
6
名

を
含
む
総
勢
48
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
植
栽
、
育

林
、
伐
採
に
加
え
て
、
製
材
工
場
を
持

ち
、木
造
住
宅
の
建
築
も
手
が
け
ま
す
。

木
を
育
て
て
、
守
り
、
伐
り
、
使
う
と

い
う
サ
イ
ク
ル
の
す
べ
て
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
の
で
す
。

　
神
子
沢
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
は
「
木
は

使
い
尽
く
す
」
こ
と
。
造
材
や
製
材
の

過
程
で
出
た
枝
や
木
く
ず
も
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
燃
料
に
し
ま
す
。

木材はすべて
使い尽くす
［ 神

み

子
こ

沢
ざ わ

林業 ］

「大切に育てた木は間伐材も含めて使い
きりたい」と言う神子沢さん。

変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

製材
丸太を製材機にか
けて角材や板材を
つくります。製材す
る際、それぞれの
木を見極めてどのよ
うに裁断するか決
めることを「木取り」
といいます。

集材・運搬
丸太はトラックに載せられ
る所まで運び出します。
頑強なトングを持つグラッ
プルという機械が活躍し
ます。運搬には、つかん
で荷台に積むこともできる
フォワーダという自走式の
機械もあります。

植林
伐採したら、苗木を植え、
下草刈りや枝打ち、間伐
などの作業を行いながら育
てて、森林を再生します。

　日本には、東北6県の面積に匹敵する670万 haの私有人工林があります
が、集約化され活用されているのは3分の1程度。残りは6～ 7ページのサ
イクルがきちんと回っておらず、木材資源が「もったいない」状態に。
　そこで、それらの森林を市町村が預かり、経営が成り立ちそうな森林は、
伐採、造林、下刈り、間伐などを、意欲と能力のある林業経営者に託します。
一方、経営が成り立たない森林は、市町村が管理。このような制度を、平
成31年4月から導入する予定です。

所有者の代わりに森
も

林
り

をお手入れ
「新たな森林管理システム」

特集 1   木って生かす

グラップル

フォワーダ

破砕した木のチップは近隣の温浴施設のボイ
ラーの燃料に。管理を担当する丹沢さん。

「環境に合わせて育った味わいがある」（神子
沢さん）と建築部門では曲がった木も活用。

写真・イラスト提供／イワフジ工業株式会社、株式会社神子沢林業

撮影／島 誠
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木造軸組構法とは？
柱や梁で建築物の基本的な形をつくってから外壁や内
部などの工事を行います。日本の伝統的な工法に構造
力学を取り入れたもので、「在来工法」とも呼ばれます。
間取りの自由度が高いのが利点とされます。

柱
部
力
間

建
て
て
生
か
そ
う
国
産
材

北
米
生
ま
れ
の
「
2
×
4
工
法
」。
材
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
産
材
の
利
用
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

規
格
改
正
な
ど
で

国
産
材
が
使
い
や
す
く

    

　
住
宅
な
ど
の
工
法
の
一
つ
で
あ
る
2

×
4
は
北
米
が
ル
ー
ツ
で
す
。
日
本
で

も
年
間
11
〜
12
万
戸
ほ
ど
の
住
宅
が
こ

の
工
法
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
用
い
る
部
材
の
ほ
と
ん
ど
が
カ

ナ
ダ
な
ど
か
ら
の
輸
入
品
で
し
た
が
、

国
産
材
の
利
用
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
2
×
4
材
（
枠
組
壁
工

法
構
造
用
製
材
）
の
日
本
農
林
規
格

（
J
A
S
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
国

産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
強
度
を
計
算
し
た
規
格
に
改
定

さ
れ
、
国
産
材
が
使
い
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
産
材
の
利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
理

由
に
、
部
材
の
長
さ
の
違
い
も
あ
り
ま

す
。
日
本
で
は
住
宅
の
柱
や
梁
に
す
る

た
め
木
材
を
3
m
、
4
ｍ
、
6
m
の

長
さ
に
製
材
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
れ
を
2
×
4
工
法
の
2
・
4
m

な
ど
の
部
材
に
加
工
す
る
と
、
無
駄
が

出
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
は
強
度
を

保
っ
た
ま
ま
板
を
つ
な
ぐ
技
術
を
用
い

る
こ
と
で
解
決
で
き
ま
す
。
J
A
S
の

改
正
も
あ
り
、
こ
の
加
工
が
可
能
な
工

場
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
ツー

×
バイ

4
フォー

工法とは?
2インチ×4インチ（1インチは2.54㎝）の規格の角材を用いることから2×4と
呼ばれます。北米で開発され、日本では昭和49年に建設省が技術基準を告
示して本格的に普及しました。北海道の札幌市時計台は、2×4工法の前身
にあたるバルーンフレーム工法を用いて建てられました。

まず木材で枠組み
をつくり、これに構
造用合板などの面
材を打ちつけます。

たくさんの柱と面材
で丈夫なパネルを
作成します。

パネルで屋根、壁、
床をつくり、箱型
の空間にします。
接合には金具を用
います。

ザギ
剤
なぎ
ジョ

×

ま
を
造
材

工期が短くてすみ
ます。また職人の
熟練度に左右され
にくく、品質にば
らつきが少ないこ
とが特徴です。

み
の
れ
ば
こ

ザギ
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場
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社

さ
つ
ま
フ
ァ
イ
ン
ウ
ッ
ド
は
、
鹿
児
島

県
霧
島
市
の
工
場
で
国
産
ス
ギ
の
2
×

4
材
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
4
ｍ
の
木
材
を
、
ま
ず
2
・
4
ｍ
に

切
っ
て
部
材
を
つ
く
り
ま
す
。
余
っ
た

1
・
6
ｍ
材
は
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ジ
ョ
イ

ン
ト
と
い
う
方
法
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

か
ら
、
注
文
に
応
じ
た
長
さ
に
カ
ッ
ト

し
ま
す
。

　
生
産
能
力
は
月
産
4
0
0
0
㎥
で

す
。
製
品
は
、
曲
が
り
や
そ
り
が
少
な

く
て
寸
法
精
度
が
高
く
、
ス
ム
ー
ズ
に

加
工
で
き
る
、
と
住
宅
用
部
材
と
し
て

の
評
価
も
上
々
と
い
い
ま
す
。

　
社
長
の
林
雅
文
さ
ん
は
「
国
産
の
2

×
4
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制

を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
産

材
の
需
要
を
促
し
、
森
林
資
源
の
活
用

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と

抱
負
を
語
り
ま
す
。

国産2×4材の安定供給を行う製材工場
［ さつまファインウッド ］

パネ
床
の
接
いま

すべての製品の強度を測定し、JAS規格
に適合したもののみを出荷する。

3～ 4カ月かけて乾燥させた木
材をカットし、2.4ｍの2×6材
（左）や2×4材（右）をつくる。

木材の先端をギザギ
ザに加工し、接着剤
で長手方向につなぎ
合わせるフィンガージョ
イント加工。

向日市の阪急洛西口駅前に建てられた木造
商業ビル（1階は鉄筋コンクリート造）。

株式会社リヴの「SUBACO」プロジェクトは2×
4工法を取り入れた。

　国産の2×4材の利用は住宅に限らず、幼稚園
や老人ホーム、商業施設などに広がっています。京
都府の工務店・株式会社リヴは、平成27年に本
社機能を置く5階建ての商業ビルを建設しました。

2×4工法は
中規模建築にも採用

　三井ホーム株式会社では、九州エリアにおいて、構造材としての
国産材の利用を推進しています。品質の確かな国産の部材を調達
しやすくなったことから、今後も利用を進める方針といいます。施主
からも「熊本地震の復興に寄与したい」と県内産材の利用を希望
する声が上がっています。

2×4工法による注文住宅

熊本県産材を使用した
医療施設の建設現場。

特集 1   木って生かす

地元の木材を多用することで地域活性化を目
指す取り組みでもある。

工
ま
熟
に
ら
と

木材の先端をギザギ

11 April 2018

仕上サイズ
データ 登録
297
210
右アキ

297
210
右

天地
左右
アキ

D
IP

制
作

4課
　

9J 

ａ
ｆ

ｆ
４

月
号

２
０

１
８

年
 

2R
5=13　

 
製

版
者

 訂
正

回
数

 

色
　

数
 

4 
製

　
版

　
課

 
 金

子
 

1 
 

 

12705994 
0041 

中
山

3

AF12G01
／
9J
定
期

CS4

05-13_Toku1_04_3.indd   11 2018/03/12   17:05


